
    

 

 

 

 

                  

 皆様方には日頃から温かいご支援を賜り、心から感謝申し上げます。  

皆様方の声をお届けしようと、議会活動を通じて  

市政への様々な角度からの提言を行ってまいりま  

した。  

 議員の役割は何と言っても市民生活の向上、福  

祉の増進を実現するために、議会活動を通じて、  

様々な提言を行っていくことにあります。  

皆様のご支援のおかげをもちまして本年１０年  

の節目となりました。  

６月定例会で代表質問に登壇しました。政策力こそがこれからの議員の最も必要と

されるところです。  

開府５００年、中核市移行を２年後に控え、住んでよかった、住んでみたい、そんな  

魅力あふれるまちづくりを目指して、多岐にわたる提言を行いました。                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ホームページもご覧ください 

http://www.komei.or.jp/km/kofu-hyodo-kenji/ 

 

 

発行者 公明党甲府市議会議員    

       兵道顕司 

     甲府市中村町１５－６

TEL/FAX055-237-9529 

 

VOL.２１ 

2017.秋 兵道けんじニュース 

１ 協働のまちづくりについて 

＜質問内容と答弁要旨＞  

〇大規模災害を乗り越えるうえで求められる地域の力を引き出すためには、

「協働のまちづくり」という手法が有益。今般の基本方針の見直しと行動計画   

について質問  

 ← 「ともに考え、ともに行動するまちづくりのために」という視点から基

方針を改定、新たに行動計画を策定する  

＜質問の視点＞  

  〇地域の課題解決能力を高めるためには、「自分たちのまちは自分たちで」と

いう意識の醸成が重要。そのための内発性、自主性を引き出すための手法が

「協働のまちづくり」  

 

 

    

 

２ ＤＶ防止基本計画と第３次男女共同参画プランについて  

 ＜質問内容と答弁要旨＞  

  〇Ｈ26 にＤＶ防止基本計画の策定を提言、今般男女共同参画プランの改定と併

せて策定。女性活躍社会の実現を政府が打ち出していることからその概要に

ついて確認  

   ← 意識の一層の啓発のための各種事業の展開と相談窓口の充実、緊急時の

保護体制などについて整備していく。  

  

    

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３ 今後の空き家対策について 

 ＜質問内容と答弁要旨＞  

   低所得者への住宅供給を促進する改正住宅セーフティネット法の円滑な施  

行のうえで、空き家の利活用が重要だが、連携を問う。  

   ←空き家対策課をワンストップ相談窓口として新設。危険Ａ空き家等の調査

についてシルバー人材センターと連携。  

    利活用できる空き家の賃貸住宅としての登録制度施行をＨ31 の中核市移

行と同時に実施  

 

 

 

 

 

４ 保健所設置に向けた今後の課題について 

＜質問内容と答弁要旨＞  

  ①精神保健福祉業務についての対応は？  ←県の精神科救急システムと連携

を進めるとともに、相談業務については県への研修派遣等によりスキルア

ップを目指す。  

  ②動物愛護の教務についての考えは？  ←市独自の動物愛護センターの設置

を検討している。さらに地域猫活動の啓発や譲渡会などにも取り組んでい

く。  

５ 子どもの活躍の場をつくることについて 

＜質問内容と答弁要旨＞  

  甲府の持続可能性のうえからは次代を担う子どもたちが「担い手」として成長

することが不可欠だが、その対応は？  ←ジュニアリーダーの活動の一層の充実   

や主張大会の充実など、その活躍の場を増やしていく。  

６ 路上喫煙禁止区域の拡大について  

＜質問内容と答弁要旨＞  

  東京オリンピック・パラリンピックや開府５００年をきっかけにこれまで以上

に本市を訪れる人が増加することが予想されるが、山梨の玄関口である甲府駅周

辺の路上喫煙禁止区域の拡大についての考えは？  

←これまでのオリオン通りに加えて、甲府駅南口の整備が終了する８

月を目途に禁止区域を甲府駅周辺に拡大する。  

７ 産婦健康診査事業について 

＜質問内容と答弁要旨＞  

  妊娠から出産、育児までの切れ目のない支援を行う上で、市が導入を決定した

産婦健康診査事業の概要と医療機関等との連携について問う。  

   ←産後２週間、１か月の健康診査を行った場合に５０００円を限度に２回分

の助成を行う。また受診医療機関からの診査結果の報告を受け、マイ保健

師による相談支援、産前産後ケアセンターの利用支援などきめ細かい支援

を行っていく。  


